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全国社会就労センター協議会 

 

 

記入日：令和２年７月２１日 

所在地（都道府県/市町村）：岩手県遠野市綾織町新里２２－１３２ 

法人名：社会福祉法人 睦会 

施設・事業所名：障害者支援施設 石上の園 担当者名：鈴木俊孝 

事業種類：就労継続支援 B型 生活介護 入所支援 短期入所 

主たる障害：３障害 令和２年３月末現在 
定員：４５人 

TEL:0198-60-1100 FAX:0198-60-1102 E-mail:ishigami@mutsumi-tono.or.jp 

 

 

① 令和元年度までの主な取り組み内容 

・生産活動事業（菌床椎茸栽培、野菜つくり等、各種イベント参加） 

・クリーニング事業 

・部品加工作業（地元企業の請負作業） 

・リサイクル事業（廃油から BDF の精製。空き缶、ペットボトル、段ボール回収等） 

 

 

② 施設・事業所における新型コロナウイルスの影響 

・生産活動事業において、出荷先の店舗の休止やイベントの中止 

・部品加工作業については 8月より見通しがつかなくなってきている 

 

 

③ コロナ下において新たに始められた取り組みの内容 

事例タイトル：新規事業の開拓 

取り組み内容： 

１．生産活動の拡大～きくらげ栽培をはじめた 

２．売り上げが伸びているスーパーへの納品を増量してもらう 

３．部品加工作業～代替え作業として地元企業より新規作業の開拓 

 

 

④ ③の取り組みを始めたきっかけ・工夫した点 

・収入の減を補う方法として、生産活動においては菌床椎茸栽培を行ってきたノウハウと

既存の施設を活用することによって取り組める事業を拡大した。 

・細く長く付き合っていけるような地元に密着した企業と関わりを深くしていく。 
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⑤ 取り組みの効果（売上や顧客、利用者、職員、地域等における効果） 

・売り上げの向上と、利用者に対して安定した作業量の提供と、作業意欲の向上に効果さ

らに、購買欲の向上にもつながると考えている。 

 しかし、作業種の拡大は現行職員の負担増も考えられるためバランスが難しい。 

 

 

⑥ ③の取り組みを開始するにあたり新たに導入した生産設備・備品（経費・財源）等   

・既存の施設を使っているので大きな出費としては、新たな菌床代である。 

 （約 365,000 円） 

 

 

⑦ 今後の課題・展望 

・これから取り組んでいく新たな作業の継続について、また採算性がとれるのかが心配な

点である。うまく取り組むことができれば生産量、収入の拡大が見込まれる。 
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